
昭和 27 年度

事 業 報 告 書

自　昭和 27 年 4 月 1 日
至　昭和 28 年 3 月 31 日
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、法人設立申告書の提出について〈
（貴社はlWil和年月Ｆ１法人として設立の登記を行って才61)主すが、法人が設立した場合にＩ
ｌＩ龍彗妄蓉2卒具鯉|堯狸鐘鍔霊溌鐸議長呈蘂脳鮎脇蝋《芒せだ揺溌｜
１０まずから、下記要領により添付書類をそえて至急御提出下さい。
’鰔…結書'こついて不明の点が……､当篝繕人職(係》まで鯛合せ下さい。1..．~～･~.～...｡`..￣･~~~.￣-...一・~-.-・・ヶ･･･---～－－～,．･･･--～‐-...--.----,-．－．．.‐･学･-゜バー－－－－－．－－．．－．－----'--.---.-.－．－－－~－－－－宍。－－～へ－｣と､－－

記調６の方法

１－との申告書は、法人を設立したことについて、内国法人であるときは法人を設立した日から２か月以
内に外国法人であるときは外国法人となった日からか２月以内に所j曙税務署長に昨告するために用いま
す。なお、内国法人のうち、法第五条第一項各号に掲げる公益法人についても設立した場合にはこの用
紙を用いますが、収益事業を開好したときは、他の用紙を用います。
ここの申告書は内国法人及び外国法人の種類に従い次に掲げる書類を別に添付して２通撮出しますが、
賢才金五百万円未満の法人（金融機関及びﾀﾄ国法人を除きます。）は１通提出します。
内国法人

（１）定款

（２）設立の登記簿謄本
（３）株主、社員叉は出資者の名簿
（４）設立当時の貸借対照表及び財産百録

（５）現物出資を受けたときは､出資者の氏名、出資金額及び出資の目的物の明細に関する書類
（６）設立趣意書
外国法人

（１）定款の和訳文

（２）法施行地にある支店、出張所叉は事務所その他これに準ずるものについて登記をなした場合には、
その登記簿謄本

(3)法施行地にある支店､出張所､事務所その他これらに準ずるものの名称及び所在地を記載した一類
（４）法施行地に資産又は事業を有するに至った時における当該資産又は事業に係る貸借対･照表及び財産
目録

（５）法施行地における事業の概要を記載した書類
三内国法人.の場合の記載の方法

’「本店所在地｣欄には､定款に記載されている本店又は主たる事務所の所在地を地番まで記入しま
す。

２「代表者氏名印｣欄には､法人を代表する者の氏名を記入し､代表者が数人ある場合は､その全部
を記入します。

３「設立年月日①」欄には、設立についての登記簿に記載されている登記年月日を記入しますが。法
〈人税法第九条第六霊に掲げる法人（農業協同組合等の法人）のうち、行政官庁の許可又は認可によっ
て趣ｒ碓人については叉その許可又は認可のあった日を記兀読８
４「事業年度②」欄に、は法令、定款その他これに準ずるものにより定められている事業年度を記入
します｡

５「資本の額③」欄には、登記した資本の額、出資の価格を記入します。
６「事業の目的①」鰯には、定款その他これに準ずるものに記載されている目的のうち主なものを記
へ入します。

７「支店等の所在地⑤」欄には、支店についての登記の有無を問わず、すべての支店、工場等を記入し
ます。

３「備考」欄には、個人企業を法人組織としたもの、合併により設立したものである等その他参考と
なる事項を記入します。

９「外国法人の本店所在地⑥」欄には、外国法人についての象記入し、内国法人は記入の必要があり
ません。

１０「税務署処理事項※」欄には、記入の必要がありません。
三外国法人の場合の記載の:万法“

タト国法人については、おおむね内国法人の場合の記載の方法に準じますが、次の点に留意して記入し
ます。

１『本店所注地」欄には、日本における主たる資産叉は事業の所在地を地蚕まで記入します。
２「代表者炭名印」鰯には、主たる資産又は事業の管理又は経営の責任者の氏名を記入します。
８「設立年月日①欄」には、新たに外国法人となった日を記入します。
４「外国法人の本社所在地①」欄には、タト筐}去人の本国における本店所在地を記入しまず。
５「納税禽璽人の住所氏名催|j」瀧には､日率において資産の象を有しているﾀﾄ国法人については、納税
管理人の氏名を記入します。
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